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インフラＤＸで防災力向上
浸
透
す
る
流
域
治
水

　
近
年

豪
雨
災
害
が
増
え
て
い
る

治
水
事
業
の
大
切
さ
が
従
来
以
上
に
高
ま
り

ハ

ド
・
ソ
フ
ト

一
体
と
な

た
対
策
の
強
化
が
急
務
だ

河
川
流
域
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
連
携
す
る
流
域
治
水
の
取
り

組
み
も
普
及
段
階
に
入
り

行
政
と
民
間
が
一
丸
と
な

て
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
顕

著
に
な

て
い
る

国
土
交
通
省
の
藤
巻
浩
之
水
管
理
・
国
土
保
全
局
長
の
イ
ン
タ
ビ


や
治
水
関
連

技
術

全
国
各
地
で
進
む
治
水
建
設
現
場
を

﹁
２
０
２
５
　
治
水
特
集
﹂
と
し
て

ま
と
め
た


図
版
出
典
・
国
土
交
通
省
ホ

ム
ペ

ジ

流域治水のイメージ図

田
ん
ぼ
ダ
ム
整
備
の
比
較

継続的なＰＲ重要

Interview

　


流
域
治
水
の
成
果
や
評
価
に

つ
い
て


　
﹁
２
０
１
８
年
西
日
本
豪
雨
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
上
に


年
東
日
本
台
風
で
は

全
国
で
１
４
２
箇
所
の
堤
防
が
決
壊
し
た


国
交
省
の
治
水
事
業
だ
け
で
な
く

流
域
全

体
で
の
対
応
が
必
要
だ
と
機
運
が
一
気
に
高

ま
り


年
ま
で
に
改
正
特
定
都
市
河
川
浸

水
被
害
対
策
法
︵
流
域
治
水
関
連
法
︶
が
制

定
さ
れ
た

こ
れ
を
機
に

河
川
管
理
者
に

任
せ
き
り
に
す
る
の
で
な
く

流
域
の
関
係

者
が
当
事
者
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な

た


地
方
自
治
体
も
学
校
の
校
庭
や
地
下
に
貯
水

槽
を
設
け
洪
水
時
に
水
を
貯
め
る
備
え
だ


住
民
に
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
促

し

避
難
す
る
き

か
け
や
経
路

避
難
場

所
を
事
前
に
確
認
し
て
も
ら
う
な
ど

ハ


ド

ソ
フ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
が
進
ん
で
き

た
と
評
価
し
て
い
る
﹂

　
﹁
水
の
動
き
は
単
純
で

高
所
か
ら
低
所

に
し
か
流
れ
な
い

わ
が
国
の
場
合

洪
水

時
の
水
位
よ
り
も
低
い
土
地
も
多
く

降


た
雨
が
河
川
に
流
れ
に
く
く

内
水
で
浸
か


て
し
ま
う
と
い
う
場
所
は
多
い

浸
水
す

る
場
所
が
あ
ら
か
じ
め
分
か

て
い
る
場
合

に
は

そ
れ
を
念
頭
に
し
た
避
難
方
法
が
必

要
だ
し

住
宅
や
地
域
の
重
要
な
施
設
は
移

転
さ
せ
る
な
ど
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

時
間
の
か
か
る
取
り
組
み
だ
が

各
地

で
良
い
事
例
が
報
告
さ
れ
て
き
た
﹂

　


流
域
治
水
を
巡

て
近
年


省
庁
間
の
連
携
も
見
ら
れ
る


　
﹁
流
域
治
水
を
き

か
け
に

他
省
庁
と

の
絆
が
深
ま

た

田
ん
ぼ
の
持
つ
保
水
・

遊
水
機
能
を
使
う
﹃
田
ん
ぼ
ダ
ム
﹄
の
発
想

は

十
年
前
の
農
林
水
産
省
と
の
関
係
で
は

考
え
ら
れ
な
か

た
だ
ろ
う

利
水
ダ
ム
や

農
業
用
た
め
池
の
事
前
放
流
は

貯
水
池
内

の
水
位
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
望
ま
し
い
と

考
え
る
利
水
者
に
と

て

あ
り
得
な
い
話

だ

た
と
思
う
そ
れ
が
今
で
は
経
済
産
業


厚
生
労
働

農
水
な
ど
の
各
省
と

力
を
合

わ
せ
て
流
域
治
水
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
実

感
し
て
い
る

縦
割
り
だ
と
批
判
さ
れ
が
ち

な
各
省
間
の
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
た
印
象

だ

昔
日
の
感
が
あ
る
﹂

　
﹁
気
候
変
動
の
影
響
か
ら

近
年

豪
雨

が
激
甚
化
・
頻
発
化
し

自
然
災
害
が
増
え

て
い
る
と
い
う
の
も
き

か
け
の
一
つ
だ
ろ

う

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

年
頃
か

ら
見
る
と

毎
年
の
よ
う
に
日
本
中
の
ど
こ

か
で
激
甚
な
豪
雨
災
害
が
起
き
て
い
る

一

昔
前
で
あ
れ
ば

紀
伊
半
島
や
四
国

九
州

あ
た
り
で
目
立

て
い
た
豪
雨
が

近
年
で

は
北
海
道
や
東
北
日
本
海
側
な
ど
日
本
各

地
ど
こ
で
も
見
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な

た



年
９
月
の
能
登
半
島
豪
雨
で
は

１
日
に

５
０
０

も
の
従
前
の
記
録
を
大
幅
に
上
回

る
雨
量
を
記
録
し
た

気
象
庁
等
の
研
究
で

は
将
来

雨
量
が
さ
ら
に
激
し
く
な
る
と
見

込
ん
で
お
り

流
域
の
関
係
者
が
一
致
協
力

し
た
対
応
が
不
可
欠
だ
﹂

　


イ
ン
フ
ラ
の
災
害
対
応
力
に

問
題
は
な
い
の
か


　
﹁
治
水
事
業
は

道
路
や
港
湾

空
港
な

ど
交
通
系
イ
ン
フ
ラ
と
比
べ
て

投
資
効
果

が
見
え
づ
ら
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

ダ
ム

や
堤
防
の
整
備
効
果
で
災
害
が
防
げ
て
い
て

も

住
民
目
線
か
ら
は
そ
れ
が
当
た
り
前
に

も
思
わ
れ
て
い
る

一
方

昨
今
は
雨
の
降

り
方
が
激
し
く
な
り

豪
雨
の
再
現
性
が
高

ま

て
い
る

百
年
に
１
度
の
大
雨
が




年
程
度
の
間
隔
で
降
る
よ
う
に
な

た
感

が
あ
る

防
災
に
貢
献
す
る
治
水
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
効
果
を
今
後
も
さ
ら
に
強
力
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
﹂

　
﹁
あ
く
ま
で
も
個
人
の
感
想
だ
が

広
報

に
は
第
三
者

意
外
性

継
続
性
の
３
点
が

肝
心
だ
と
思

て
い
る

デ
ミ

博
士
︵
長

崎
大
学
の
出
水
享
技
術
職
員
︶
が
始
め
た
魅

力
向
上
プ
ロ
ジ

ク
ト﹃
青
春
Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
﹄

で
は

現
役
の
高
校
写
真
部
の
生
徒
が
撮
影

す
る
建
設
職
人
の
姿
が
人
気
だ

高
校
生
と

い
う
第
三
者
が

建
設
現
場
の
写
真
を
撮
る

と
い
う
意
外
性
に

学
校
写
真
部
が
あ
る
限

り
続
く
と
い
う
継
続
性
が

好
感
を
得
て
い

る
の
だ
ろ
う

最
近
は
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨

が
あ
る
の
で

東
日
本
台
風
時
の
八
ツ
場
ダ

ム
︵
群
馬
県
︶
に
よ
る
洪
水
調
節
効
果
の
よ

う
な
分
か
り
や
す
い
実
例
を

継
続
的
に
Ｐ

Ｒ
す
る
の
も
大
切
だ
﹂

　


流
域
治
水
を
き

か
け
に


ダ
ム
運
用
の
高
度
化
や
ハ
イ
ブ
リ


ド
ダ
ム
が
始
ま

た


　
﹁
ダ
ム
の
洪
水
調
節
の
仕
組
み
や

異
常

洪
水
時
防
災
操
作
な
ど
が

必
ず
し
も
正
し

く
世
間
に
伝
わ

て
い
な
い
と
反
省
し
て
い

る

民
放
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
﹃
緊
急
放

流
﹄
と
い
う
言
葉
が

誤
解
を
招
い
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い

し

か
り
説
明
す
る
必

要
が
あ
る

わ
が
国
に
は
利
水
と
治
水
が
同

居
し
て
い
る
多
目
的
ダ
ム
が
多
い

両
者
は

利
害
の
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
が
多
か

た

が
近
年
の
気
象
予
測
の
精
度
向
上
も
あ
り


利
水
ダ
ム
も
事
前
放
流
に
協
力
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な

た

逆
に

当
分
降
雨
が
な
い

と
予
測
さ
れ
た
場
合
に
は
治
水
容
量
の
一
部

に
も
水
を
貯
め
た
り

放
流
ゲ

ト
で
は
な

く
発
電
用
水
路
か
ら
放
流
し
発
電
し
て
も
ら

う
よ
う
な
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
る
﹂

　
﹁
純
国
産
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

で
あ

る
水
力
発
電
は
カ

ボ
ン
・
ニ


ト
ラ
ル

を
実
現
す
る
た
め
に
は
非
常
に
大
事

湯
西

川
︵
栃
木
県
︶

野
村
︵
愛
媛
県
︶

尾
原

︵
島
根
県
︶
の
３
箇
所
の
ダ
ム
で
は

下
流

へ
の
補
給
水
を
使

た
発
電
事
業
者
を

新

規
に
公
募
中
だ

こ
れ
ま
で
発
電
に
利
用
し

て
い
な
か

た
水
を
有
効
利
用
す
る
も
の

で

ベ
ン
チ


な
ど
に
も
電
力
事
業
へ
の

門
戸
を
開
い
た
と
思

て
い
る
﹂

　


気
象
業
務
法
・
水
防
法
の
改

正
か
ら
２
年
が
経
過
し
た


　
﹁
自
然
災
害
の
多
く
は
雨
や
雪
を
き

か

け
に
発
生
す
る

ダ
ム
の
水
を
ど
の
放
流
管

か
ら
流
す
の
か

事
前
放
流
の
タ
イ
ミ
ン
グ

な
ど

気
象
庁
の
予
測
が
頼
り
だ

新
し
い

気
象
衛
星
の
打
ち
上
げ
や
ス
パ
コ
ン
の
導
入

な
ど
に
よ
る
雨
量
予
測
の
精
度
向
上
は
わ
れ

わ
れ
治
水
関
係
者
に
と

て
あ
り
が
た
い
技

術
の
進
歩
だ

一
方
で

住
民
に
ど
の
よ
う

に
伝
え
る
の
か
と
い
う

気
象
庁
と
わ
れ
わ

れ
が
持
つ
永
遠
の
テ

マ
が
あ
る

分
か
り

や
す
く

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
情
報
と
し
て

ど
の
よ
う
に
伝
え

避
難
行
動
に
移

て
い

た
だ
く
か

ど
う
し
て
も
正
常
性
バ
イ
ア
ス

が
働
い
て

避
難
情
報
が
出
て
も
﹃
う
ち
は

大
丈
夫
だ
﹄
と
避
難
し
な
い
方
が
い
る

せ


か
く
避
難
し
て
も
ら

て
も

そ
の
予
測

が
空
振
り
続
き
だ
と

﹃
オ
オ
カ
ミ
少
年
﹄

に
な
り
か
ね
な
い

避
難
所
を
開
設
す
る
自

治
体
も

設
置
経
費
の
負
担
が
あ
る

否
定

的
に
考
え
る
理
由
ば
か
り
が
思
い
つ
い
て
し

ま
う
が

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
は


避
難
に
有
効
な
情
報
を
出
せ
る
よ
う
粘
り
強

く
取
り
組
む
し
か
な
い
﹂

　


治
水
分
野
で
の
Ｄ
Ｘ
に
ど
の

よ
う
な
効
果
が
で
て
い
る
か


　
﹁
例
え
ば

大
規
模
災
害
後
の
緊
急
治
水

対
策
プ
ロ
ジ

ク
ト
や
ダ
ム
本
体
や
調
節
池

な
ど
の
大
規
模
構
造
物
の
建
設
工
事
で
は


Ｄ
Ｘ
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
行
わ

れ
て
い
る

人
口
減
少
社
会
に
入
り

建
設

業
従
事
者
も
減

て
い
く
中

建
設
現
場
の

オ

ト
メ

シ

ン
化
・
省
人
化
は
避
け
て

通
れ
な
い

生
産
性
を
高
め
る
と
と
も
に


技
術
を
継
承
し
や
す
く
す
る
に
は

Ｄ
Ｘ
の

力
に
頼
る
の
が
最
適
だ
﹂

　
﹁
建
設
時
だ
け
で
な
く

施
設
の
維
持
管

理
や
点
検
な
ど
の
業
務
で
も
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
で

い
る

年
度
に
始
ま

た
の
が
河
川
の
上

空
に
ド
ロ

ン
航
路
を
整
備
す
る
試
み
だ


河
川
上
空
は
障
害
物
が
少
な
い
の
で
航
路
を

整
備
し
や
す
い
環
境
に
あ
る

ド
ロ

ン
を

飛
ば
し
て

既
存
施
設
の
点
群
デ

タ
を
取

得
し
て
お
く
と

万
が
一
の
災
害
時
で
も
即

座
に
対
応
で
き
る

ド
ロ

ン
物
流
の
実
験

も
進
ん
で
い
る
と
聞
く

い
ず
れ

全
国
１

０
９
水
系
で
実
施
し
た
い
﹂




現場ピックアップ　　治水特集

東北地方整備局湯沢河川国道事務所
雄物川上流山田堰改築工事　大林組

北海道開発局釧路河川事務所
釧路川改修工事の内開運橋下流右岸築堤外工事　東星渡部建設

応用地質

建設技術研究所

自然災害から
暮らし、命を守る

国土交通省が進める
全国の治水・河川工事

（８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　６月１７日　（火曜日）

可
動
堰
に
改
築
し
流
下
機
能
を
改
善

完成パース

現場全景

　山田頭首工は、年に築造され、年の改築で現在の固
定堰となっていますが、年８月洪水を契機に、可動堰の
『山田堰』として改築することになりました。
　既存の構造物の基礎を生かしながら、ゲートの開閉が出来
る可動堰（ＳＲ合成起伏ゲート：ゲート設置は別工事）に生
まれ変わります。洪水流下・取水位・魚道を確保し、治水・
利水・環境面の問題を解消します。
　本工事の工期は、年８月７日～年３月日です。本
工事はⅠ期～Ⅲ期に分けて工事を進めます。
　年度は第一期工事として雄物川右岸側からの施工を行い
ました。第Ⅱ期工事は左岸側からの施工となります。現在、
山田堰から約３㎞下流にあるヤードにおいて、根固めブロッ
クの製作を行っています。年６月時点で、工事進捗率は．
％です。
　河川内工事であるため、改築工事は非出水期（～３月）
に限られます。当地区は秋田県でも有数の豪雪地帯であり、
コンクリートの打設が集中する月～３月は氷点下となるこ
とが多くなります。極めて厳しい冬期の施工条件下で安全、
品質確保が課題となりました。大規模な雪寒仮囲いを設置し、
コンクリートの寒中養生では最大で１カ所あたり約台のジ
ェットヒータにより給熱養生を行いました。
　コンクリートの施工にあたっては、充填状況をリアルタイ
ムに確認する機器の導入やコンクリートスランプをＡＩによ
り連続的に把握する手法を取り入れて、コンクリートの品質
向上に努めました。
　第Ⅱ、Ⅲ期は左岸側での施工が主体となります。引き続き
地域住民の皆さまとコミュニケーションを図りつつ、安全・
環境に十分配慮して工事を進めます。
【工事諸元】山田頭首工の固定堰を可動堰へ改築し『山田堰』
とする改築工事／掘削工，㎥、盛土工，㎥、可動堰
本体工一式、右岸魚土工一式、左岸魚道工一式、護床工５ｔ
Ｎ，個、３ｔＮ，個、構造物撤去一式

現場全景

ＵＡＶによる起工測量

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
作
業
性

安
全
性
を
向
上

　釧路川流域では、近年の気候変動に対応するため、
屈斜路湖や釧路湿原など広大な自然環境が持つ貯留
・遊水効果を保全するとともに、釧路川の河道掘削
や堤防整備など事前防災をより一層推進する釧路川
水系流域治水プロジェクト．が進められています。
本工事は、開運橋下流右岸地区で堤防強化対策とし
ての緩傾斜盛土とそれに伴う光ケーブル移設を施工
します。
　４～５月で準備工を進め、６月から本格的に仮設
工事に着手し、光ケーブルの移設後に築堤盛土とか
ごマット設置を並行して進め、最後に植生の吹き付
けを行い完成する予定です。
　施工に当たっては、ＵＡＶを使った起工測量や３
Ｄ設計データの作成などＩＣＴの積極的な活用によ
り測量と書類の簡素化を図ることで、業務の効率化
を図ります。
　バックホウのマシンコントロールやマシンガイダ
ンスを活用して作業効率を向上させるとともに、建
設機械と作業員が錯綜（さくそう）する作業時間を
大幅に削減させることで、現場の安全性の向上に努
めます。
　現場は住宅地と隣接しているため、第三者災害を
起こさないよう細心の注意を払って工事を進めま
す。最近の北海道は真夏日も増えており、熱中症な
どにも注意していきたいと思っています。まずは安
全第一に無事故無災害での完成を目指し、一丸とな
って工事を進めます。

物理探査（改良型牽引式電気探査）を活用した
河川堤防の漏水に対する弱部抽出技術　　　　

　河川堤防は延長の長い線状構造物であり、脆
弱（ぜいじゃく）な箇所をピンポイントで把握
することは困難です。また基礎地盤は、過去の
氾濫で堆積した砂質土や粘性土など、場所によ
り変化に富んだ複雑な土質構造となっていま
す。そして、次のような場所では、地表に砂や
水が噴出するパイピング現象が確認されやすく
なっています。
●砂質土が川裏に向かって消失する場所（行き
止まり型）
●被覆土が薄くなる場所
●過去にパイピング現象が確認された場所
　河川堤防の調査には一般にボーリング調査な
どが使われますが、この手法は点の情報となる
ため、パイピング現象の発生が懸念される弱部
を見逃す恐れがあります。この問題に対応する
ため、牽引式電気探査などの物理探査技術を活
用した、連続的な土質構造の把握を提案してい
ます。特に当社では、パイピング現象の発生に
大きく関わる表層部の土質構造を詳細に把握す
るため、牽引式電気探査装置の電極を改良し、
表層部の比抵抗値を明瞭に把握できるようにし
ました。これにより弱部を効率的に抽出するこ
とができ、対策が必要な区間を的確に設定する
ことができます。（当該技術は国土交通省の
「河川点検技術カタログ」に掲載されています）
　防災・インフラ事業部　☎・・

　　Mail:eigyo@oyonet.oyo.co.jp

監理技術者兼現場代理人
　藤原　佑輔

現場代理人
　太田　親氏

画像類は各社提供



　治水特集　現場ピックアップ

北陸地方整備局信濃川河川事務所
塩殿遊水地排水樋門新設工事　曙建設

東北地方整備局北上川下流河川事務所
北上川下流三輪田下流地区築堤工事　佐藤工務店

中部地方整備局庄内川河川事務所
令和６年度庄内川桜佐排水樋管撤去工事　新井組

近畿地方整備局淀川河川事務所
下島地区南側高規格堤防整備他工事　若築建設

中部地方整備局木曽川下流河川事務所
令和５年度葛木樋管新設工事　東洋建設

北陸地方整備局金沢河川国道事務所
Ｒ５・６・７梯川荒木田築堤護岸及びヤナグラ樋管新築工事　真柄建設

（９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　６月１７日　（火曜日）

過
去
の
歴
史
・
資
料
を
精
査
し
強
靱
な
堤
防
改
修
へ

桜佐排水樋管撤去部の仮設堤防構築位置

ＢＩＭ／ＣＩＭモデルの支障物干渉データ

　本工事は、愛知県春日井市熊野桜佐地区で春日井
市が建設した「熊野桜佐ポンプ場」の完成に伴い、
既存の庄内川右岸堤防を横断する古くなった排水樋
管を撤去する工事です。現在は、既存の堤防を掘削
する前段階の鋼矢板二重締め切り堤防を構築してい
ます。
　桜佐排水樋管の歴史は年頃に構築された資料
が残っており、当時の護岸構造が生かされたまま、
改修を重ね現在に至っています。本堤防内部にはさ
まざまな護岸を形成する構造体が残されており、二
重締め切りの鋼矢板の施工は地中深くに存在する支
障物の撤去が大きな課題でありました。
　数少ない過去の資料と、試掘調査とＢＩＭ／ＣＩ
Ｍの３Ｄデータの解析を行い、事前に障害物を撤去
させたことで、現在は順調に工事が進捗しています。
　また、軟弱な地盤の上に構築されている本堤防は、
工事の影響で構造体の沈下の懸念があることもわか
ってきました。
　現在は本堤防の計測管理を実施しながら、今後発
生が予測される事案についての対策を発注者と協議
しながら、予測可能な対策を準備の上、工事を進め
ております。
　庄内川は岐阜県南東部および愛知県北西部を流
れ、伊勢湾に注ぐ１級水系庄内川の本流です。この
住宅密集地に流れる本堤防を開削するので、多くの
人命、財産を守り抜く決意と知識が必要です。不可
視部分が多い中で、過去に構築された歴史とその資
料の精査を徹底的に行い、災害に強い強靱な堤防改
修を実現させたいと考えています。

自
社
技
術
で
地
盤
改
良
の
品
質
確
認
を
迅
速
化

淀川の高規格堤防事業（下島地区）の全景

６月末の完了を目指す固結工の施工状況

　本工事は淀川の高規格堤防事業（大阪府守口市下
島町、全体整備面積約．）に係る盛り土工事の
一環として、主に河川土工や地盤改良工、構造物撤
去工を行う工事です。背後地で守口市が実施する下
島小学校と八雲中学校の統合校新設工事と並行して
工事を進める必要があります。工期は２月日～
月日までの約カ月間。
　地盤改良工事は表層安定処理工、軟弱地盤改良工
（バーチカルドレーン工）、固結工などで構成し、
当社の提案でＩＣＴ施工を採用しています。６月初
旬からセメント系固化材による改良杭（本）を
施工する固結工に着手しており、６月末の完了を予
定しています。
　攪拌（かくはん）不足などセメント系地盤改良工
事の施工不良を未然に防ぐツールとして、電気伝導
率で地盤改良の状態（品質）を確認できる自社開発
技術を試行中です。通常は改良後、４週間程度必要
になる改良強度の把握を施工直後に行えるという利
点があります。
　固結工の完了後はＩＣＴ建機による掘削工（
㎥）や表層安定処理工（㎥）、バーチカルドレー
ン工本などを本格化させます。今後、守口市に
よる統合校建設工事もスタートする予定であり、輻
輳（ふくそう）する工事車両の通行や施工ヤードの
確保など綿密な調整を行いながら作業の効率化を図
っていく方針です。
　安全・品質・工程管理に加え、騒音・粉じんなど
近隣対策にも万全を期し、地元の皆さんのご理解を
得ながら無事故・無災害で工事を終えたいと考えて
います。

現場全景

ＣＩＭ全景

ＱＲコードから樋管３Ｄ
モデルにアクセス
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　本工事は愛知県愛西市の農地を水害から守るた
め、県の湛水防除事業に関連し、樋管の新設などを
行う県の受託工事です。同事業では木曽三川の流域
開発による流出量の増大や既設排水機場の老朽化に
よる排水機能が低下したことにより、排水条件の悪
化した地域を対象に、主に農作物の湛水被害を未然
に防止することを目的に、排水機や排水樋門、排水
路などの新設、改修および更新が進められています。
　新立田輪中の湛水防除事業の一部である本工事
は、木曽川左岸に内空断面×㎜の樋門、樋
管を．ｍ築造する計画です。地盤改良を行った後、
樋門・樋管本体工として矢板工、函渠工、翼壁工、
ゲート工を行います。
　これまでに、鋼矢板による二重締切と締切盛土の
仮設工と堤防の掘削などを実施。１年かけて仮設工
事が完了し、これから樋門・樋管の築造を進めます。
男性２人、女性２人の職員４人体制で工事を推進。
６月頃は函渠の築造のため、足場、鉄筋の組み立て
などに取り組んでいます。
　今回の工事ではＢＩＭ／ＣＩＭを活用することに
より、３Ｄで目的物を捉え、設計照査、施工手順の
確認、安全教育に生かしています。若手職員が多い
こともあり、ＩＣＴ土工を積極的に取り入れながら
生産性の向上を図っています。
　工事開始から１年４カ月がたち、これまで無災害
で工事を行っており、引き続き安全第一で工事を進
め、竣工まで無災害を継続していきます。
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樋門の３Ｄモデル

現場の施工状況

　本工事は、年８月の豪雨で甚大な被害が発生
した梯川での「梯川水系緊急治水対策プロジェクト」
です。洪水や増水による河川の氾濫を防ぐため引堤
を行い、新堤を保護する法覆護岸工および矢板護岸
工を行います。梯川の逆流防止を目的とした樋管を
構築し、旧樋管を撤去します。
　年５月に工事着手し、年３月に樋管の一部引
渡検査を行い、通水後に二重締切工の施工および旧
樋管撤去が完了しました。
　樋門を構築するにあたりＣＩＭを活用し、複雑な
構造である躯体、ゲート及び配管・配線の取り合い
やおさまりを事前に立体的に確認、工事関係者との
円滑な情報共有や工程管理、品質向上を図りました。
　樋管を可視化することで危険作業の把握ができ、
打合せ等で活用することで手戻りを無くし、安全・
品質向上が図られました。当現場には新入社員が複
数人配属されていましたが、複雑な構造体を３Ｄモ
デルで可視化することで構造物形状の把握ができ、
２Ｄでは表現が困難な細部まで新入社員でも理解す
ることができました。
　今後は出水期やゲリラ豪雨等に早期緊急対応が図
れるよう河川監視の強化、避難訓練を実施して発動
基準、連絡体制、避難行動について周知徹底してい
きます。竣工までもう少しですが工事関係者全員が
無事故・無災害を目指し安全第一に工事を進めます。
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　本工事は、年月の東日本台風で被災した信濃川中流
域の「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」の一環で、河
川水位低減後に遊水地内の排水を行うための排水樋門を新設
します。
　年４月から本工事に取り掛かり、掘削および仮締切盛土
を行い、根固め工および低水護岸を施工しました。施工場所
が豪雪地域のため、１～３月は工事が一時中止となり、４月
から樋門・樋管を本格的に着工し、現在は樋門部の場所打コ
ンクリートを行ってます。
　現場は、一次下請の型枠組立解体業者、同じく一次下請の
鉄筋組立業者、足場・支保工組立解体業者、コンクリート圧
送業者、コンクリート養生を行う直営作業員の５社で現場を
施工しています。現場代理人と監理技術者の２名で現場管理
を行っています。
　本工事では、グラウトホール設置付近や遮水矢板との干渉
部において、鉄筋の配筋確認が必要です。そこで３Ｄモデル
（ＢＩＭ／ＣＩＭ）を活用することで事前に配筋確認をして
干渉状態を確認することができました。また、従来では複数
人の施工者により実施していた配筋検査も、鉄筋を３Ｄモデ
ル化することで現場をタブレットでスキャンすれば「デジタ
ルデータを活用した鉄筋出来形計測の試行要領」に規定され
ている鉄筋本数、鉄筋径、配筋間隔、鉄筋かぶりが計測でき、
帳票の作成まで行うことができるため現場作業の省力化が図
れました。
　今後も品質の高い構造物となるように不可視部は特に注意
して施工して行きたいと思います。安全に対してもこの３Ｄ
モデルを活用し、危険箇所の抽出を行い、作業員が働きやす
い現場環境を築くとともに地元関係者の説明等に活用し、国
土強靱化対策を進めます。
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施工状況

ＩＣＴ盛り土施工イメージ

　気候変動で激甚化、頻発化する水害などに対応す
る国土強靱化の取り組みとして、堤防の高さが不足
している宮城県石巻市の三輪田地区で堤防を整備し
ています。北上川下流の分流施設下流部に位置する
三輪田地区の堤防は、洪水を受け止める堤防の断面
が十分でありません。北上川に洪水を分流すること
で、旧北上川河口部にある石巻市街地の氾濫被害を
軽減する工事になります。
　工事は河川盛り土１万㎥、芝張りなどを施工
します。７月からの盛り土施工を前に、現在は構造
物撤去工として舗装版を取り除いています。現場で
はＩＣＴやＤＸの活用による生産性向上の取り組み
が不可欠です。スケジュールや書類管理をデジタル
化するとともに、業務の見える化で効率化していま
す。ＩＣＴ重機以外にＢＩＭ／ＣＩＭに対応した施
工管理ソフト、自動追尾型測量機器を導入し省人化
を目指します。
　防災・減災対策を着実に進めるとともに、建設産
業のイメージアップにも積極的に貢献します。新３
Ｋに加えかっこよく、やりがいを感じて仕事ができ
る夢のある産業にしたいと思います。地元の工業高
校生をはじめとした現場見学会などを通じ、魅力発
信にも貢献します。
　工事箇所が一般道に近接し、土砂の場外搬出もあ
るため第三者災害に気を配ります。事故や交通災害
などが発生しないよう、日々の安全管理と作業員へ
の周知を徹底し、無事故無災害で完工を目指します。

監
理
技
術
者

　
太
刀
川
　
利
幸
氏

現
場
代
理
人

　
長
谷
川
　
秀
夫
氏

現場代理人
　小林　樹奈氏

監
理
技
術
者

　
山
田
　
克
好
氏

現
場
代
理
人

　
西
川
　
圭
登
氏

作業所長、監理技術者
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現場ピックアップ　　治水特集
中国地方整備局山口河川国道事務所
令和５年度佐波川上右田地区災害復旧工事　井原組

近畿地方整備局豊岡河川国道事務所
日置地区地盤改良他工事　株本建設工業

九州地方整備局熊本河川国道事務所
白川三本松堰（右岸部）改築工事　清水建設・杉本建設ＪＶ

四国地方整備局那賀川河川事務所
令和６―７年度原ケ崎地区堤防護岸（その１）工事　中幸建設

中国地方整備局出雲河川事務所
令和６年度大橋川東本町地盤対策工事　松江土建

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　６月１７日　（火曜日）
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　年に変更された白川水系河川整備計画に盛り
込まれた主要事業の一つ「白川固定堰群改築事業」
では、洪水時の流下阻害や土砂堆積の要因となって
いる３カ所の固定堰を１カ所に統合し、新たな可動
堰を整備します。本工事では可動堰の右岸部を施工
しています。工期は年８月日から年８月日
までとなり、この間、出水期の６月～９月を避けて
月～５月に３期に分けて工事を行う計画です。
　堰構造物の基礎として径㎜の場所打ち杭を
オールケーシング工法により本施工します。こ
のうち５月日に完了した１期工事では本の杭
を３班体制で施工し、遅滞なく完了しました。月
からの２期工事では残る場所打ち杭の施工と並行し
て堰本体工事に着手する予定です。
　非出水期の施工ではありますが、近年、ゲリラ豪
雨や異常出水が頻発しており、人的被害を防ぐ安全
対策、油脂流出などの水質汚濁を防ぐ環境対策は大
変重要です。
　これらの対策には降雨情報をいかに早く収集でき
るかがポイントになります。そこで時間先までの
河川水位を予測する「RiverCast」、最大３日先ま
での詳細な天気をリアルタイムに表示する「Amate
llus」、清水建設が開発した気象情報と施設情報に
基づき必要な防災対策を通知する「ピンポイント・
タイムライン」といった新技術を積極的に導入し、降
雨による河川水位上昇に迅速に対応していきます。
　出水期明けの月から工事が本格化します。引き
続き河川環境や近隣住民の方々に配慮し、工夫を凝
らしながら施工を進め、工期内に無事故での竣工を
目指します。

現場の全景

コンクリートブロックの製作が進む
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　今後高い確率で発生が予想される南海トラフ巨大
地震とそれに伴う津波に備えるとともに、計画規模
の洪水や高潮に対して地域の安全を確保するため、
那賀川水系派川那賀川と桑野川の河口部で堤防護岸
の整備を行っています。
　本工事では海岸土工として盛土工ＩＣＴ（㎥）
を行い、盛土法面にコンクリートブロック（川表
㎡、川裏㎡）を設置します。コンクリートブ
ロックの基礎部には基礎コンクリートを施工、川表
基礎部については鋼矢板（Ⅳｗ型、長さ．ｍ）を
打ち込み、その上部に基礎コンクリートの設置を行
うことにしています。
　現在は現場内の支障物の取り壊しと撤去、ブロッ
ク製作ヤードでコンクリートブロックの製作を行っ
ています。６月中旬からクローラクレーンと鋼矢板
圧入機を搬入し、護岸基礎工の鋼矢板の圧入を行う
予定にしています。６月中旬時点の工事進捗率は７
％となります。
　工程の短縮や出来形・品質向上を目的に起工測量、
土工の施工以外に構造物の床掘作業、仮設盛土撤去
時の水中掘削においてもＩＣＴを活用していく予定
にしています。出水期の河川内での作業となること
から発注者と協議の上、現場打ち基礎コンクリート
をプレキャスト（ＰＣａ）製品による施工に変更し
工程短縮を図る計画にしています。
　現場周辺には住宅街があるため、振動騒音対策と
工事車両の安全対策を徹底します。これから出水期
の作業となるため、河川の増水に対しても安全対策
を徹底し作業を進めていきたいと考えています。
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現場全景

ＣＩＭデータ

　本工事は、島根県東部治水３大事業の一つである大橋川改
修工工事の一環として市街地の東本町地区において実施され
る地盤改良工事です。主に護岸堤防下に発生する圧密沈下に
対応するためのもので、治水対策の要となる事業です。当該
箇所は、年７月の豪雨により甚大な浸水被害を受けた地
域であり、洪水災害に対する堤防整備が長年待ち望まれてき
ました。
　工事では、地表面下約ｍにわたる軟弱地盤を低変位型高
圧噴射攪拌工法により改良します。
　当地区は沖積層による軟弱粘土が厚く堆積しており、無処
理のまま堤防をき築いた場合には最大㎝もの沈下が予想さ
れ、近隣住宅に深刻な影響を及ぼす恐れがあります。そのた
め、確実な地盤改良の実施が不可欠です。
　工事の品質確保と効率化を図るため、ＩＣＴ施工システム
を活用しています。改良杭造成では施工管理装置監視システ
ム『Picture watch』により、深度・回転・圧力・流量をリ
アルタイムで監視。基準を逸脱した場合は警告を出し、再施
工を指示することで確かな品質を確保します。施工誘導シス
テム『picture Navi』により正確な杭芯誘導が可能となり、
測量作業の効率化を実現。施工画面遠隔表示システム『Pictu
reye』により、現場内ネットワークを通じてタブレット端末
などで情報を共有でき施工の省力化に寄与します。
　これらの施工システム情報を施工情報モデル化システム
『3DPicture View』で３Ｄモデル化し、施工状況の可視化
と管理効率化を実現しました。３Ｄモデルを活用したこれら
の取り組みは、今後の建設現場における標準的な手法となり、
施工計画段階でのリスクの可視化によって生産性の向上にも
大きく貢献すると見込まれています。
　本工事での地盤改良を礎として、大橋川は大規模洪水に強
い川へと生まれ変わります。「水の都」松江市に暮らす皆さ
まが、安心して水と共存できる未来の実現を目指し、現場一
丸となって無事故・無災害での完成を目指します。
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水中施工

ＣＩＭモデル

　本工事は、豪雨により低水護岸が洗掘された箇所の堤防強
化を目的とした新設護岸を整備する工事で、築堤盛土㎥、
法覆護岸工㎡に加え、根固め工を設置しました。工事は
年３月末で完工しています。
　施工箇所は、水替え作業により堤内地の地下水位が低下し、
広範囲の住宅において井戸枯れが発生する懸念があったた
め、本工事では平常水位を確保した状態での潜水土による水
中施工を提案し施工することとしました。冬季で低温下での
工事であることから、潜水士への負担や作業効率低下を懸念
し、複数人での交代制を採用し連続施工を実施しました。
　工事全般においてＩＣＴ施工を活用し、水中部の施工にお
いても床堀や法面整形で活用することで、工期短縮を図るこ
とができました。基礎工・小口止もプレキャスト製品に変更
することにより水中部での施工性と生産性の向上を図りまし
た。水中施工をすることにより、井戸枯れ発生件数は０件で
完工することができました。
　施工全般では、現場従事者の共通理解を向上させるため、
安全訓練や工程会議においてＣＩＭによる施工ステップ動画
を活用しました。現場代理人および監理技術者とは別に、現
場事務所に建設ディレクターを配置し、技術者の書類作成の
サポートを行うことにより技術者の負担を軽減させることが
できました。
　工事期間中は地域連携として通学路の見守りを実施し、地
域の子供たちの安全にも心がけました。「佐波川工事広報プ
ロジェクト」を流域の工事会社と実施しました。プロジェク
トではＳＮＳを活用し、工事情報やお知らせの告知を地域住
民に対して広く行いました。地域住民の皆さまに多大なるご
理解とご協力をいただきましたことに大変感謝申し上げま
す。
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太陽光電源を備えた休憩所

施工準備が進む現場

　兵庫県北部を流れる円山川では年の台風２３
号で堤防が決壊し、豊岡市内で甚大な被害が発生し
ました。この災害を契機に流域全体での治水対策の
強化へ河道掘削や築堤整備などが段階的に進められ
てきました。
　本工事はその一環で、豊岡市日高町日置地区にお
いて将来の築堤整備に備えた地盤改良を行います。
対象地は旧河道に近く、地盤が軟弱なため、新たな
築堤を支える強固な基盤づくりが求められます。４
月に着手し、現時点の進捗率は事業費ベースで約２
％となっています。現在、準備工を進めており、６
月から掘削を本格化させ、７～８月にかけてパワー
ブレンダー工法による地盤改良を集中的に行う計画
です。
　工事内容は掘削工（㎥）、深さｍ程度まで
の固結材注入による地盤改良工（㎥）、場所打
ち擁壁の構築工（㎥）などです。工期は９月
日までとなっています。
　施工時の精度を確保するため、ＩＣＴ建機を導入
し、施工データの３次元化に取り組みます。重機に
マシンガイダンスを搭載し、出来形の品質確保や記
録管理の省力化、ひいては現場事務の負担軽減につ
なげます。
　安全対策では建機類と作業員の接触事故を防ぐた
め、超音波センサーやコーン標識を設置し、作業範
囲の視認性を高めます。夏場をまたぐ現場であり熱
中症対策にも万全を期します。すでに休憩所には太
陽光発電による自立電源を確保し、常時エアコンを
稼働させています。飲料や塩分の補給、作業負荷の
調整も徹底していきます。
　地域の安全・安心につながるインフラ整備に携わ
れることは地元建設会社としての使命であり、流域
治水の一翼を担う誇りを胸に、無事故・無災害での
完成を目指します。
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